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小塩 節略歴

1931年長崎県生、東京育ち。東京大学独文科卒。国際基督教大学、中央大学文学部教授

(ドイツ文学〉兼同大学常任理事を経て、現在フェリス女学院院長、ひこばえ幼稚園園長、

中央大学名誉教授。

その問に駐 ドイツ日本国大使館公使、ケルン日本文化会館館長、国際交流基金理事・同日

本語国際センタ一所長等を兼務。 ドイ ツ連邦共和国功労一等十字章、同文化功労大勲章叙

勲、ゲーテ・メダル受章、ケルン大学名誉文学博士。

最近著に 『ドイツの文化とことば辞典J(講談社学術文庫〉、 「ガラリヤ湖畔の人びとJ(日
本基督教団出版局)、『人の望みの喜びをJ(青蛾書房)ほか多数。訳書に 『ゲーテ詩集』
(講談社)、 卜ーマス・マン『ヨセフとその兄弟J(筑摩書房)、 力一ル・ バル卜 「モーツア
ル卜J(新教出版社)ほか多数。

主催:フェリス女学院大学音楽学部同窓会 (Fグループ)

協賛:白菊会 りてら りべるて フェリス音楽教室

お問い合わせ:Fグループ同窓会事務局 T el/Fax 045-681-6740 (木曜日 10:00""17:00) 
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Fグループ研修会

わが愛する音楽家達

~詩と音楽~

講師小塩 節

日時 :1998年 10月3日 (土)6 : 30 PM 
場所 :フェリスホール (山手)

主催:フェリス女学院大学音楽学部同窓会 (Fグループ)

協賛 :白菊会/りてら/りベるて/フェリス音楽教室



シューベルトの作った即興曲には、 Op.90の4曲とOp.142

の4曲がある。即興的な要素も含んでいるが即興演奏によっ

て作られたものではない。

即興曲変イ長調 OP.142-2 

Trioをもっ複合3部形式で、明示されていないがメヌエットである。

主題は和音の最上声部音によって表わされ幅の広い豊かな感情に満ち

ている。Trioは変二長調、 3連符による和音の分散型でできている。

その後、主題が再現され、余韻を残しつつ終わる。

即興曲変イ調長 Op.90-4 

OP. 90の中で最も親しまれている曲で、変イ調長で始まる。

Trioを持つ3部形式で主題は分散和音による下行音型でできている。

中間部はTrioと明示され、嬰ハ短調による情熱的な部分で気分的に

クライマックスを作ったのち次第に落ち着きをみせ、やがて第一部を

再現して終わる。



【Heidenroslein】D.257

Sah ein Knab' ein Ros1ein steh'n， 

Ros1ein auf der Heiden 

War so jung und morgenschon， 

L i ef er schne 11. es nah' zu sehn'， 

Sah's mi t vie1en Freuden. 

Ros1ein， Ros1ein， Ros1ein rot， 

Ros1ein auf der Heiden. 

Knabe sprach:“1 ch breche d i ch， 

Ros1ein auf der Heiden!" 

Ros1ein sprach:“Ich steche dich， 

Das du ewig denkst an mich， 

Und ich wi 11's nicht 1eiden. " 

Ros1ein， Ros1ein， Ros1ein rot， 

Ros1ein auf der Heiden. 

Und der wi1de Knabe brach 

's Ros1ein auf der Heiden: 

Ros1ein wehrte sich und stach， 

Ha1f ihm doch kein Weh， und Ach， 

Must' es eben 1eiden. 

Ros1ein，恥slein，Ros1ein rot， 

Ros1ein auf der Heiden. 

【野ばら】

野辺に咲く

あかし1ばら

朝日のような美しさ

少年は見るなり駆けよって

うっとり眺めておりました

あかい野ばら

野辺に咲くばら

「さあ折るぞ

あかい野ばら」

「刺してあげるわ

わたしのことを忘れぬように

ただ折られたりはしませんわ」

あかい野ばら

野辺に咲くばら

でも少年はむごくも折ってしまった

あかい野ばらを

ばらはふせいで刺したけれども

嘆きも叫びもむだでした

やっぱり折られてしまった

あかい野ばら

野辺に咲くあああかいばら



【DasVeilchen】 K.476

Ein Veilchen auf der Wiese stand， 

Gebuckt in sich und unbekannt: 

Es war ein herzigs Veilchen 

Da kam ein' junge Schaferin 

Mit leichtem Schritt und munterm Sinn 

Daher， daher， 

Die Wiese her， und sang. 

Ach， denkt das Veilchen， war' ich nur 

Die schonste Blume der Natur 

Ach.nur ein kleines Weilchen 

Bis mich das Liebchen abgepf1uckt 

Und an dem susen matt gedruckt! 

Ach nur. ach nur 

Ein Viertelstundechen lang! 

Ach. aber ach! das ~lädchen kam 

Und n ich~ in Acht das Veilchen nahm， 

Ertnlt das J.rme Ve i 1 chcn. 

Es s斗i立 undstarb und freut" sich noch‘ 

Und sterb' ich denn， so sterb' ich doch 

Durch sie.durch sie. 

Zu ihren Fussen doch. 

(Das arme Veilchen! 

Es war ei 11 herzj g's Vei lchen. ) 

【すみれ】

牧場にすみれが咲いていた

人にも知れずうなだれて、

ほんとに可愛い董ひともと。

そこへ羊飼う娘がやってきた

足どりかるくこころもかるく

牧場の小径をあちらから

歌をうたってやってきた。

「ああ」すみれは思う。

「し1ちばんきれいな花になりたい。

ほんのちょ っとのあいだでも

そしてあの娘の手に摘まれ

胸に抱かれてしぼんでもいい。

ああほんの

ちょ っとのあいだでも」

ああでも少女は

気にもとめずに通り過ぎ

~!しでどだいたぞのすみれ心

すみれは倒れ怠たえながら

「これでおしまい

でもあのひとの足にふまれて

あの人の足もとに死ねて

うれししリ



【GretchensBitte】D.564 【ゲレ 卜ヒェンの祈り】

Ach neige， ああ、痛み多き聖母さま

Du Schmerzenreiche， どうかわたくしの悩みにお恵み深く

Dein Antlitz gnadig meiner Not! み顔をお向けくださいまし

Das Schwert im Herzen 益五こ胸を刺され

Mit tausend Schmerzen 千々の痛みを負いながら

81ickst auf zu deines Sohnes Tod. 御子の死を見守っておいでです。

Zum Vater blickst du， 天のおん父を仰ぎ見て

Und Seufzer schickst du 御子とご自身の苦しみゆえの

Hinauf um sein' und deine Not. 嘆きをお送りです。

Wer Fuhlet， 骨身をえぐる

Wie wuhlet わたくしの苦しみを

Der Schmerz mir im Gebein? 誰が感じてくれましょう

Was mein armes Herz hier banget， あわれなこの心が何をおそれ

Was es zi ttert. was verlanget. 何におののき何を求めておりますのか

Weist nur du， nur du allein! ご存知なのはあなたおひとりで

Wohin ich immer gehe， 

Wie weh'. wie weh'. wie wehe 

Wird mir im 8usen hier! 

Ich bin ach kaum alleine 

Ich wein'， ich wein'， ich weine， 

Das Herz zerbricht in mir. 

どこへ参りましても

なんとああなんと

ございます

わたくしのこの胸の痛むことでしょう

ひとりになりますと

泣いて泣いて泣くのでございます

胸も裂けるのでございます



小塩節

目31年長崎県生れ。東京育ち。東京大学独文科卒業。国際基督教

大学、中央大学文学部教授(ドイツ文学)兼同大学常任理事を経て、

現在フェリス女学院大学院院長、ひこばえ幼稚園園長、中央大学名誉

教援。その聞に駐ドイツ日本国大使館公使、ケルン日本文化会館館長、

国際交流基金理事・同日本語国際センタ 所長等を兼務。 ドイツ連邦

共和国功労一等十字章、同文化功労大勲章受勲、ゲーテ・メダル受章、

ケルン大学名誉文学博士。

最近の著に 『 ドイツの文化とことば辞典~ (講談社学術文庫)、 『ガ

リラヤ湖畔の人びと~ (日本基督教団出版局)、 『人の望みの喜びを』

(青蛾書房) ほか多数。訳書に 『ゲーテ詩集~ (講談社)、 卜ーマス・

マン 『ヨセフとその兄弟~ (筑摩書房)、力一ル・バjレ卜 『モーツアル

ト ~ (新教出版社)ほか多数。

朝倉蒼生 (ソプラノ)

東京芸術大学音楽学部声楽科卒業、同大学院修了。オペラ、歌曲

のリサイタルの他に 『第九』、 『メサイア』のソリストとしての出

演の機会も多い。1972年、民音コンク ル第2位。二期会会員、フ

エリス女学院大学音楽学部非常勤講師、東京芸術大学音楽学部助教授。

黒川浩 (ピアノ)

東京芸術大学、同大学院修了。旧西ドイツ国立デトモル卜音楽大

学に留学。1990年同大学を最優秀の成績で卒業する。帰国後は日本

各地でのリサイタル、内外の一流音楽家との幅広い演奏活動を行い、

高い評価を得ている。現在フェリス女学院大学音楽学部専任講師、

東京芸術大学附属高校講師。




